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ひとりの技から、ふたり、みんなへ。かたちを変えながら、最後は大きなピラミッド（表紙）になりました。
ちからをあわせて　ひとつになるよ

かかし

ばらんす

はな

とーてむぽーる

いっぽんばし

よっと

ひこうき

とんぼ

おうぎ

ゆみせんせいゆみせんせい

年長組の最大の見せ場といえば組体操なのですが…
はじめはおしゃべりや笑いながらで集中できず。それでも練習を
重ねていくうちにカッコいい姿をみんなに見せたいという気持ち
が芽生えてきましたね。運動会当日は今までで一番上手でした。

感動の涙をありがとう。
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定例会報告①　令和7年度決算を認定

特別会計・水道事業会計の決算

◆一般会計

歳入総額

総収益

YouTube

総費用 当年度純利益

財政力指数

水道事業会計

0.45 87.3%
経常収支比率

6.1%
公債費負担比率

歳出総額 実質収支

166 億 9,444 万 3 千円

3 億 3,294 万 8 千円 2 億 7,804 万８千円 5,490 万 1 千円

163 億 3,537 万 5 千円 2 億 3,450 万 7 千円
前年度を 20 億円以上上回る

有収率 90.63％／給水戸数 5,942 戸（42 戸減）／有収水量 166 万 5,011㎥（21 万 4,529㎥増）

前年度を 20 億円以上上回る 黒字決算（形式収支 3 億 5,906 万 8 千円）

歳入・歳出ともに前年度を 20 億円以上上回る、過去最高額の決算。物価高騰対策、子育て支援、農業振興、
地域活性化、防災・減災対策、教育環境の充実などが実施されました。

議案８件・承認１件・認定４件を審査し、いずれ
も全会一致で可決・承認・認定しました。新富町
文化会館の指定管理者となったこゆ地域づくり推
進機構について、多彩な経歴を持つ地域おこし協
力隊が、会館運営のほか演劇や映像の創作活動に
も取り組んでいるとの説明を受けました。また、
老朽化が進む新田小学校講堂の建替えに向けた検
討を進めるよう再度要望しました。

議案４件・認定４件を審査し、いずれも全会一致
で可決・認定しました。国民健康保険の重症化予
防事業について、食事の写真をもとにＡＩが分析
し、個別にメッセージを配信して行動変容を促す、
時代に合った事業であるとの意見が出されまし
た。また、一人暮らしの高齢者の見守りに、スマー
ト水道メーターを活用してはどうかとの意見が出
されました

健全化判断比率は、いずれも国の基準を下回り、健全な財政状況が確認されました。

◀それぞれの委員長報告の全文は、議会中継（YouTube）でご覧いただけます。
　総務産業常任委員会委員長報告　００：４８～
　文教厚生常任委員会委員長報告　２７：３４～

（うち財政調整基金に 1,810 万 3 千円を積み増し）
1 億 9,076 万 4 千円 増 基金は全体で 7,758 万 5 千円 減地方債残高は

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支
国民健康保険 20 億 2,052 万 1 千円 19 億 9,032 万 2 千円 3,019 万 9 千円
介護保険（保険事業勘定） 17 億 8,518 万 1 千円 16 億 9,618 万 5 千円 8,899 万 6 千円
介護保険（介護サービス事業勘定） 1,127 万 9 千円 1,065 万円 62 万 9 千円
後期高齢者医療 5 億 4,944 万 7 千円 5 億 4,871 万 9 千円 72 万 8 千円
西都児湯情報公開・個人情報保護審査会 26 万 2 千円 12 万 1 千円 14 万 1 千円

総務産業常任委員会 文教厚生常任委員会
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定例会報告②　令和８年度補正予算を可決　　

主な取組事業

一般会計 ＋ 3 億 1,714 万 5 千円 171 億 5,395 万 5 千円

乳幼児・児童・生徒インフルエンザ予防接種事業

就学前教育・保育施設整備交付金事業補助金

富田浜公園プール跡地改修実施設計業務委託

加害性の高い鳥獣の重点捕獲支援事業

事業費　146 万 4 千円

事業費　2,981 万 6 千円

事業費　5,350 万円

事業費　108 万 7 千円

補正後の予算総額

（第６回補正）

特別会計（補正） 補正額 補正後の総額
国民健康保険（第２回） ＋ 60 万 3 千円 19 億 8,605 万円
介護保険（保険事業勘定）（第２回） ＋ 1 億 6,219 万 2 千円 19 億 3,114 万 7 千円
後期高齢者医療（第２回） ＋ 1,984 万 4 千円 5 億 8,326 万 1 千円
介護保険（介護サービス事業勘定）（第１回） ＋ 62 万 8 千円 623 万 9 千円

一般会計（第５回補正） ＋ 2,016 万 6 千円 　補正後 168 億 3,681 万円
７月 28 日に発生した熊本地震に伴う公共施設などの災害復旧と、記録的猛暑
への対応のため、急ぎ予算措置が行われました。

高校生までのインフルエンザ予防接種について、費用負担の
軽減と接種機会の確保を目的に、助成額を拡充。

幼保連携型認定こども園の整備と、土砂災害特別警戒区域内
にある保育園の移転整備を支援。

富田浜公園のプール跡地を改修するための、実施設計に係る
委託料。

有害鳥獣（シカ・イノシシ・サル）対策のための、爆音機等
の購入費。

専決処分を承認



一般質問 9人 が登壇町政を問う
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議員

議員

議員

議員

議員

議員

出
で

口
ぐち

　喜
き

重
じゅう

郎
ろう

今
いま

村
むら

　行
ゆき

信
のぶ

揖
い

斐
び

　兼
かね

久
ひさ

屋
や

宜
ぎ

　直
なお

美
み

三
み

浦
うら

　千
ち

尋
ひろ

羽
は

田
た

野
の

　 治
おさむ

動画▶

動画▶

動画▶

動画▶

動画▶

動画▶

  8：12

  7：20

  9：20

  9：35

19：40

13：52

39：52

15：05

22：55

20：37

31：10

26：42

25：52

40：30

37：37

41：15

45：02

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

２０２６年産米について

F-35Bの運用等について

新田原基地関連について

小・中学校における温暖
化・熱中症対策について

スマートIC周辺開発と利
活用について

F-35Bの騒音対策について

金芽米について

航空機騒音について

危機管理について

新富町における防災機能の
強化について

各議員のQRコードから、議会中継（YouTube）の該当する場面をご覧いた
だけます。質問と答弁の一部は、このあとのP6〜P10に掲載しています。
※音声が聞き取りにくい時はイヤホンをお使いください。

歴史遺産としての新田原古
墳群の活性化について

激甚化する災害への対応に
ついて

人口減少対策等について

新富町一ツ瀬川スポーツレク
リエーション施設について

地区活動活性化策について

小・中学校の運営について

AIリテラシーについて

議員

議員

議員

松
まつ

浦
うら

　美
み

緒
お

小
こ

山
やま

　早
さ

苗
なえ

阿
あ

萬
まん

　誠
せい

郎
ろう

動画▶

動画▶

動画▶

  9：55

13：25

13：43

27：20

25：30

25：50

41：03

44：05

32：23

42：50

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

質問項目（動画の目安時間）

小型無人機等飛行禁止法改
正について

大規模災害の備えについて

地域の防犯・防災力強化に
ついて

経済的負担軽減に向けたワク
チン接種助成拡充について

持続可能な地区運営について

公有地の有効活用について

情報リテラシー向上と活字
文化の推進について

教育現場における課題につ
いて

公営住宅等長寿命化計画に
ついて
浄化槽の適正管理について

再生位置の確認方法
※再生機器よって若干異なります。

3：15/10：00

現在の再生時間

全体再生時間
再生位置の調整
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議員

議員

 

問 　
基
地
騒
音
の
訴
え
は
広
が
っ

て
い
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

被
害
の
実
情
を
数
値
化
し
、
根
拠
を

示
し
た
要
望
活
動
へ
転
換
す
べ
き
で

は
。

 

町
長 　
町
が
個
人
の
情
報
を
調
べ

る
の
は
慎
重
を
期
す
。
た
だ
、
訴
訟

と
い
う
事
実
や
声
を
上
げ
ら
れ
な
い

住
民
の
思
い
も
含
め
、
国
が
対
応
す

べ
き
問
題
と
し
て
強
く
訴
え
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
　
年
度
内
に

方
針
を

 

問 　
地
域
展
開
は
年
度
内
に
明
確

な
方
針
を
示
せ
る
日
程
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

 

教
育
長 　
検
討
委
員
会
を
重
ね
、

秋
に
対
象
種
目
を
設
計
、
冬
に
関
係

団
体
と
協
議
し
、
年
度
末
に
基
本
方

 

問 　
各
種
の
要
望
活
動
に
対
す
る

国
の
対
応
は
ど
う
か
。

 

町
長 　
調
整
交
付
金
等
の
増
額
が

予
想
さ
れ
る
。

 

問 　
再
編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付

金
に
替
わ
る
交
付
金
は
。

 

町
長 　
調
整
交
付
金
支
給
と
合
わ

せ
て
評
価
、
加
算
す
る
た
め
実
質
上

の
継
続
と
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

問 　
調
整
交
付
金
支
給
と
合
わ
せ

て
評
価
す
る
と
実
質
上
の
減
額
と
な

る
場
合
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
見
極

め
て
ほ
し
い
。

 
町
長 　
項
目
な
ど
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
る
。

 

問 　
F-

35
B
の
整
備
拠
点
誘
致

に
関
す
る
今
後
の
方
針
は
。

 

町
長 　
実
現
性
を
考
慮
し
関
連
企

業
と
話
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

針
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ま
と
め
、
生

徒
や
保
護
者
に
も
周
知
す
る
。

教
育
委
員
会
と
学
校
現
場
、
直
接

の
対
話
は

 

問 　
教
職
員
と
の
語
ろ
う
会
で
は
、

教
員
不
足
や
事
務
作
業
の
多
さ
、
地

域
と
の
連
携
不
足
な
ど
率
直
な
意
見

が
相
次
い
だ
。
教
育
現
場
と
教
育
委

員
会
の
認
識
に
食
い
違
い
が
生
じ
る

の
は
な
ぜ
か
。
現
場
か
ら
の
評
価
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

 

教
育
長 　
教
職
員
と
直
接
面
談
は

し
て
い
な
い
。
管
理
職
と
の
月
例
協

議
や
毎
月
の
「
生
徒
状
況
報
告
書
」

な
ど
で
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

 

問 　
今
回
の
熊
本
地
震
か
ら
得
ら

れ
た
教
訓
は
あ
る
か
。

 

町
長 　
避
難
所
の
暑
熱
対
策
に
お

い
て
教
訓
を
得
た
。
ま
た
、
各
機
関

か
ら
の
応
援
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

受
援
計
画
の
必
要
性
を
改
め
て
実
感

し
た
。

 

問 　
各
種
機
関
が
実
施
す
る
振
り

返
り
会
議
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

今
後
の
糧
と
し
て
ほ
し
い
。

 

町
長 　
参
加
す
る
。

一
ツ
瀬
川
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て

 

問 　
一
ツ
瀬
川
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
促
進
の
方
策

は
。

 

教
育
長 　
町
民
対
象
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
再
開
や
企
業
協
賛
コ
ン
ペ
を
企

画
。
ゴ
ル
フ
場
敷
地
で
の
飲
食
イ
ベ

ン
ト
等
、
顧
客
獲
得
の
準
備
を
し
て

い
る
。

各
種
要
望
活
動
に
対
す
る
国
の
対

応
は

被
害
の
根
拠
を
示
し
要
望
を

騒
音
被
害
の
実
情
を
ど
う
示
す
か

国
の
交
付
金
と
災
害
へ
の
備
え
を
問
う

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

羽
は

田
た

野
の

　 治
おさむ

揖
い

斐
び

　兼
かね

久
ひさ

切実な声は届いているか
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議員

議員

 

問 　
成
法
寺
住
宅
跡
地
の
総
合
的

な
整
備
事
業
の
進
捗
は
。

 

町
長 　
多
目
的
広
場
は
「
防
衛
施

設
周
辺
整
備
統
合
事
業
」
の
活
用
に

よ
り
、
整
備
の
見
通
し
で
あ
る
。
本

年
度
は
、
概
算
要
求
に
必
要
な
費
用

対
効
果
分
析
等
の
業
務
委
託
を
実
施

す
る
。
今
後
は
令
和
9
年
度
に
実
施

設
計
、
令
和
10
年
度
に
工
事
着
手
を

計
画
し
て
い
る
。

 

問 　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
整
備
は
１
０
０
年
に
1
度

の
チ
ャ
ン
ス
で
、
地
区
民
も
重
大
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
周
辺
の
利
活

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、

国
や
N
E
X
C
O
の
新
た
な
制
度
活

用
の
可
能
性
を
伺
う
。

 

町
長 　
様
々
な
誘
致
活
動
を
継
続

中
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
か
ら
多
様

な
情
報
提
供
と
直
接
の
説
明
を
受
け

た
。
管
理
さ
れ
な
い
墓
の
増
加
に
対

し
て
、
古
墳
形
状
の
合
葬
可
能
な
公

園
墓
地
を
整
備
し
、
多
く
の
人
が
集

う
こ
と
で
、
直
売
場
の
設
置
な
ど
公

共
と
し
て
の
活
用
も
含
め
実
現
可
能

性
を
検
証
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

家
庭
用
「
防
犯
機
器
」
設
置
の
支

援
を

 
問 　
町
民
の
自
衛
策
を
後
押
し
す

る
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
、
防
犯

機
器
の
設
置
費
を
支
援
で
き
な
い
か
。

 

町
長 　
全
国
的
に
侵
入
強
盗
や
不

審
な
訪
問
へ
の
不
安
が
高
ま
る
中
、

各
家
庭
の
防
犯
意
識
の
向
上
と
自
ら

を
守
る
備
え
は
、
地
域
全
体
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
組

と
認
識
し
て
い
る
。
家
庭
用
防
犯
カ

メ
ラ
等
の
設
置
促
進
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
自
衛
策
を
後
押
し
し
、
地

域
の
見
守
り
機
能
を
高
め
る
面
か
ら

も
有
効
で
あ
る
。
今
後
は
他
自
治
体

の
補
助
事
例
や
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
、
支
援
の
あ
り
方
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

 

問 　
11
月
11
日
の
古
墳
祭
と
、
古

墳
群
の
町
の
財
産
と
し
て
の
活
用
策

を
伺
う

 

町
長 　
し
、
伝
統
を
守
り
継
続
す

る
。
観
光
資
源
と
し
て
は
伝
統
を
考

慮
し
、
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

AI
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て

 

問 　
AI
リ
テ
ラ
シ
ー
は
急
速
な
進

化
に
呼
応
し
、
誤
用
や
恣
意
的
な
リ

ス
ク
に
備
え
る
検
証
体
制
が
必
要
で

あ
る
。
「
AI
憲
法
」
的
な
プ
ロ
セ
ス

設
計
と
職
員
教
育
の
充
実
を
要
望
し

た
い
。

 

町
長 　
生
成
AI
を
優
秀
な
ア
シ
ス

タ
ン
ト
と
位
置
づ
け
、
多
様
な
視
点

に
よ
る
検
証
と
職
員
の
専
門
性
向
上

を
図
り
、
最
終
的
な
判
断
と
責
任
は

職
員
に
あ
る
と
の
認
識
を
徹
底
し
て

い
く
。

ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の
利
活
用
に
つ

い
て

新
田
原
古
墳
群
の
活
性
化
に
つ
い

て

成
法
寺
住
宅
跡
地
の
事
業
進
捗
は

跡
地
整
備
と
家
庭
の
防
犯
対
策
を
問
う

ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
活
性
化
と
古
墳
群
の
活
用
を

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

阿
あ

萬
まん

　誠
せい

郎
ろう

三
み

浦
うら

　千
ち

尋
ひろ

多目的広場・住宅地として
整備が進む跡地

家屋の防犯力強化が地域防
犯の一助に
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議員

議員

 

問 　
F-

35
B
の
騒
音
削
減
等
、

基
地
の
努
力
は
評
価
し
て
い
る
。
し

か
し
運
用
開
始
後
約
10
か
月
が
経
過

し
て
い
る
の
に
、
訓
練
回
数
の
削
減

に
つ
な
が
る
と
説
明
の
あ
っ
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
の
配
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

町
長 　
ま
だ
配
備
し
て
い
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

 

問 　
本
町
は
こ
れ
ま
で
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
子
育
て
支
援
等
の
手

厚
い
施
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
で

も
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
一

番
に
「
航
空
機
騒
音
」
が
原
因
で
あ

る
と
考
え
る
。
国
に
対
し
、
町
内
に

家
を
新
築
す
る
場
合
の
建
設
費
の
支

 

問 　
地
区
加
入
率
の
低
下
は
、
子

ど
も
た
ち
の
集
団
登
校
や
行
事
参
加

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
子
ど

も
が
分
断
さ
れ
る
現
状
は
問
題
で
は

な
い
か
。
加
入
率
の
推
移
と
分
析
を

伺
う
。

 

町
長 　
地
区
加
入
率
は
3
年
連
続

で
低
下
し
て
い
る
。
低
下
の
要
因
と

し
て
は
、
高
齢
に
よ
り
地
区
行
事
に

参
加
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
心
理

的
負
担
、
個
人
で
生
活
す
る
こ
と
に

困
ら
な
く
な
っ
た
現
代
社
会
に
お
け

る
価
値
観
の
変
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。危

機
管
理
に
つ
い
て

 

問 　
全
住
民
が
公
平
に
負
担
と
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て

援
等
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長 　
私
は
就
任
以
降
、
防
衛
省

に
対
し
て
、
新
築
で
防
音
工
事
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
入
れ
て
き

た
。
騒
音
を
受
け
る
前
提
で
国
が
補

助
す
れ
ば
、
人
口
減
少
対
策
に
も
な

り
負
担
軽
減
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
。

新
築
の
段
階
か
ら
助
成
で
き
る
よ
う
、

継
続
し
て
申
し
入
れ
て
い
く
。

「
地
区
運
営
の
公
費
化
」
は
で
き
な

い
か
。
抜
本
的
な
制
度
設
計
と
持
続

可
能
な
地
区
運
営
へ
の
町
の
考
え
を

伺
う
。

 

町
長 　
現
在
、
各
地
区
へ
自
治
公

民
館
運
営
補
助
金
等
を
交
付
し
、
自

主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
全
面
的
な
公
費
化
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
税
」
導
入
の
是
非
も
伴
う

た
め
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
活
動
支
援
の
仕
組
み
や

負
担
の
あ
り
方
な
ど
総
合
的
な
課
題

と
し
て
、
今
後
も
区
長
の
皆
様
と
連

携
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
区
運
営

に
取
り
組
む
。

地
区
加
入
率
の
推
移
と
分
析
に
つ

い
て

F-

35
B
の
運
用
に
つ
い
て

F-
35
B
の
運
用
と
人
口
減
少
対
策
を
問
う

地
区
加
入
率
低
下
の
対
策
と
地
区
運
営
の
補
助
を

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

今
いま

村
むら

　行
ゆき

信
のぶ

小
こ

山
やま

　早
さ

苗
なえ

耐え難い騒音への早急な対応を

イメージ図

地域の世代間交流で支え合い
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議員

議員

 

問 　
他
市
町
で
は
、
教
師
の
業
務

負
担
軽
減
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
暑
さ

対
策
が
期
待
で
き
る
W
B
G
T
（
暑

さ
指
数
）
自
動
測
定
器
の
テ
ス
ト
運

用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で

の
導
入
予
定
は
な
い
か
。

 

教
育
長 　
運
用
方
法
等
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の

導
入
は
決
め
て
い
な
い
。
今
後
、
機

器
の
費
用
対
効
果
や
必
要
性
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

 

問 　
暑
さ
で
屋
外
活
動
が
で
き
な

い
場
合
の
代
替
措
置
や
対
応
は
。
活

動
量
減
少
に
よ
る
体
力
低
下
や
フ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
蓄
積
、
良
質
な

睡
眠
の
妨
げ
等
へ
対
策
は
。

 

教
育
長 　
授
業
時
間
を
変
更
、
冷

房
等
の
使
用
で
対
応
。
学
校
だ
け
で

な
く
家
庭
の
運
動
量
も
含
め
、
ど
う

 

問 　
26
年
産
の
概
算
金
が
下
が
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
27
年
産
以
降
の

作
付
け
を
指
導
す
る
考
え
は
。

 

町
長 　
米
の
制
度
が
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
町
が
指
導
す
る
こ
と
は
な

い
。

 

問 　
概
算
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

 

町
長 　
生
産
費
を
考
慮
し
た
価
格

形
成
を
要
請
。
関
係
機
関
と
重
要
性

を
共
有
し
協
議
す
る
。

 

問 　
農
業
再
生
協
議
会
の
目
的
と
、

概
算
金
へ
の
関
与
の
有
無
を
伺
う
。

 
町
長 　
町
と
各
種
団
体
の
代
表
で

構
成
し
、
地
域
農
業
の
振
興
と
水
田

農
業
の
推
進
を
図
る
組
織
。
概
算
金

へ
の
関
与
は
で
き
な
い
が
、
地
域
農

業
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
。

 

問 　
備
蓄
米
の
買
戻
し
を
国
に
要

運
動
量
を
確
保
し
て
い
く
か
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

 

問 　
「
命
を
守
る
事
」
を
優
先
し
、

制
服
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
化
や
夏
場
だ
け

の
服
装
自
由
化
等
の
検
討
は
。

 

教
育
長 　
登
下
校
時
の
体
操
服
着

用
や
日
傘
使
用
等
を
許
可
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
。

避
難
所
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

 

問 　
避
難
所
の
老
朽
化
や
耐
震
性
、

安
全
点
検
の
状
況
は
適
切
か
。
新
田

小
学
校
講
堂
の
雨
漏
り
へ
の
対
応
は
。

 

町
長 　
耐
震
性
を
確
認
し
た
施
設

の
み
指
定
し
安
全
と
認
識
。
新
田
学

園
は
発
災
後
に
現
地
確
認
し
開
設
可

否
を
判
断
す
る
。

望
す
る
考
え
は
。

 

町
長 　
国
が
総
合
的
に
判
断
す
べ

き
事
項
だ
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し

要
望
す
る
。

消
費
者
と
つ
な
が
る
米
づ
く
り
に

つ
い
て

 

問 　
消
費
者
と
つ
な
が
れ
ば
安
定

的
な
米
づ
く
り
が
続
く
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

 

町
長 　
直
売
所
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

交
流
サ
イ
ト
、
S
N
S
等
で
の
情
報

発
信
を
研
究
し
た
い
。

 

問 　
金
芽
米
の
学
校
給
食
で
の
評

価
は
。
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。
健
康
施
策
や
高

齢
者
施
設
・
福
祉
施
設
で
の
活
用
は

で
き
な
い
か
。

 

町
長 　
学
校
給
食
で
は
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
今
後
も
続
け
る
。
食

生
活
改
善
は
健
康
維
持
の
重
要
な
課

題
。
選
択
肢
と
し
て
研
究
し
、
今
後

の
参
考
に
す
る
。

概
算
金
と
作
付
け
の
指
導
に
つ
い

て

金
芽
米
の
活
用
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
温
暖
化
・
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て

学
校
の
暑
さ
対
策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

米
価
下
落
と
金
芽
米
の
活
用
を
問
う

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

屋
や

宜
ぎ

　直
なお

美
み

出
で

口
ぐち

　喜
き

重
じゅう

郎
ろう

実情に合った整備計画と予算措置を
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議員

 

問 　
本
町
の
子
ど
も
に
対
す
る
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
強
化
策
に
つ

い
て
伺
う
。

 

教
育
長 　
本
年
7
月
に
リ
テ
ラ
シ

ー
ブ
ッ
ク
を
全
児
童
生
徒
お
よ
び
保

護
者
に
配
布
し
た
。

 

問 　
学
校
図
書
整
備
5
か
年
計
画

の
中
に
、
小
学
校
2
紙
・
中
学
校
3

紙
の
新
聞
配
置
の
推
奨
と
あ
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

 

教
育
長 　
現
状
は
各
校
1
紙
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
複
数
新
聞

の
配
置
も
検
討
す
る
。

 

問 　
従
来
か
ら
申
請
手
続
き
が
煩

雑
な
た
め
、
簡
素
化
で
き
な
い
か
。

 

町
長 　
こ
れ
ま
で
も
関
係
機
関
と

協
議
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
、
航
空

自
衛
隊
新
田
原
基
地
は
複
数
月
、
高

鍋
警
察
署
は
月
単
位
申
請
が
可
能
と

な
っ
た
。

 
問 　
町
は
伴
走
支
援
と
し
て
、
申

請
手
続
き
を
ま
と
め
る
な
ど
の
代
行

支
援
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長 　
代
行
支
援
は
難
し
い
が
、

相
談
支
援
や
記
入
方
法
の
説
明
、
添

付
書
類
の
作
成
に
係
る
助
言
な
ど
、

円
滑
に
申
請
が
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

　
　

 

問 　
任
意
接
種
の
場
合
は
経
済
的

負
担
が
大
き
い
。
定
期
接
種
の
狭
間

の
方
々
へ
の
助
成
の
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長 　
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
高
年
齢
に
合
わ
せ
る
か
検
討
し
て

い
く
。

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ド
ロ
ー
ン
申
請

一般質問の様子
をスマホで視聴
できます▶ 　　

松
まつ

浦
うら

　美
み

緒
お

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
学
校
図

書
整
備
に
つ
い
て

小
型
無
人
機
等
飛
行
禁
止
法
の
改

正
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て

番　号 件　名 結　果
議案第 44 号 令和８年度新富町一般会計補正予算 可決 全員
議案第 45 号 令和８年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員
議案第 46 号 令和８年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 可決 全員
議案第 47 号 令和８年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員
議案第 48 号 令和８年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算 可決 全員
議案第 49 号 新富町職員等の旅費に関する条例 可決 全員
議案第 50 号 長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第 51 号 新富町企業立地促進条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第 52 号 新富町基金条例の廃止に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員
議案第 53 号 工事請負契約の締結について（令和８年度　防衛施設周辺整備統合事業　日向新

富駅東公園整備工事） 可決 全員

議案第 54 号 工事請負契約の締結について（令和８年度　再編関連訓練移転等交付金事業　平
伊倉〜新田原線道路改良工事） 可決 全員

議案第 55 号 令和８年度新富町一般会計補正予算 可決 全員
承認第 8 号 専決処分の承認を求めることについて（令和８年度新富町一般会計補正予算） 承認 全員
認定第１号 令和７年度新富町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員
認定第 2 号 令和７年度新富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員
認定第 3 号 令和７年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 全員
認定第 4 号 令和７年度新富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員
認定第 5 号 令和７年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算の認定

について 認定 全員
認定第 6 号 令和７年度新富町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員
認定第 7 号 令和７年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認

定について 認定 全員
認定第 8 号 令和７年度新富町水道事業会計決算の認定について 認定 全員
報告第 10 号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解することについて） ― ―
報告第 11 号 令和７年度新富町継続費精算報告書について（新富町一般会計） ― ―
報告第 12 号 令和７年度決算に基づく新富町健全化判断比率及び資金不足比率について ― ―

令和８年第６回定例会　議案等の審議結果

だまされない“チカラ”
を身につけて
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総務産業常任委員会　行政調査報告
① 株式会社ファーマン（山梨県北杜市）

② 東京都西多摩郡瑞穂町　自動運転バスの取り組み

◆目的

◆目的

バイオガス製造機

自動運転バスの説明

廃校内のボルダリング施設

運用計画について聞き取り

◆所感

◆所感

地域密着型農業の取り組み、ユニークな活動に注目し、農業の多様化・
可能性に対する知見を広げる。

現在各地で自動運転の実証実験が行われており、近い将来、自動運転
技術は確立されることと思われる。瑞穂町で一部区間運行されている
自動運転バスの現状を視察し、今後の展開と課題などを調査する。

到着後、井上代表との挨拶もそこ
そこに、農作物を仕分けしている
建物に案内された。そこでは地元
の大学生ボランティアが、ニンニ
ク・玉葱などの仕分けをしていた。
保存用冷蔵庫には太陽光発電の電
気を使用し、バイオガス製造機で
野菜くずからガスを生成し、ハウ
スなどで活用する予定。循環型農
業も実践していた。次に宿泊施設
に案内され、浴室、サウナ、カフェ、
グランピング施設などを見学、カ
フェではコーヒーを頂きながら意
見交換をさせてもらった。とにか
く井上氏は人脈もさることなが

ら、自身の利益を考えない行動力
が事業の多様化を実現していると
実感した。最後に廃校となった小
学校を利用して、体育館はボルダ
リング施設に、校舎は宿泊施設や
研究室などに改装されており、現
在も改装中である。移住者がここ
まで地域に貢献している事例を目
の当たりにでき、大きな感銘を受
けた。また、こゆ地域づくり推進
機構との繋がりもあり、秋以降に
双方の農閑期を利用した農業交流
を実施予定と聞いており、今後の
展開にも期待したい。

試乗した感想は、思いのほかス
ムーズに運転できていたと思う
が、やはり想定されるパターンが
複雑多様で、それに対応する能力
は、まだまだ人間に追い付いてい
ないという印象だった。現在は、
運行しながらそういった情報を収
集し、積み上げていくしかないの
だろう。担当者との意見交換では、

やはり事故時の責任の所在等の心
配の声が上がった。運用面では、
新富町に当てはめれば、駅からス
タジアムまでの直線で単純な道路
でのピストン輸送には適している
のではと思うところで、もしかす
ると早期の導入もあり得るかもし
れないと感じた。

令和８年７月 21 日（火）

令和８年７月 22 日（水）

対応者：井上　能孝　代表取締役

対応者：都市整備部　古川　実 部長　ほか３名
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学校の先生たちと、教育現場の課題について話し合いました。

富田小学校

※順序は内容のまとまりによるもので、件数の多い順ではありません

いただいた声は、議会から町へ伝え、これからの議論に生かしていきます。

富田中学校

たずねた学校 町内４校 いただいた声 207 件 開催した月 ７月・８月

令和８年８月 20 日（木）

令和８年７月 29 日（火）

「児童トイレの悪臭が激しい。和式
が多く、洋式化を進めてほしい。」

「プールが循環器の故障で使えない。
町営プールの整備を求める声もある。」

富田小学校のみなさんと

富田中学校のみなさんと

「校舎の老朽化。きれいにしてほし
い、改修できないかという要望が複
数出た。」

「各教室に電話を取り付けてほしい。
緊急の場合に走って対応している。」

「地域の方と交流する機会がない。学校と地域の橋渡し役と
して、コーディネーターの機能が必要。」

「不登校は、本人よりも保護者のほうがどうしたらよいか分
からず、対応が難しい。」

「英語・数学の少人数指導は、とても
ありがたい。」

「教職員不足が騒がれているが、本校は
おかげさまで困っていない。」

トイレの洋式化、校舎や講堂の老
朽化、故障したプール。「壊れて
から直す」のではなく計画的な修
繕をという指摘もありました。

街灯の少ない地区があり、下校時
の安全が心配されています。路面
標示や標識のカラー化を求める声
もありました。

学校と地域をつなぐ人材を求める
声。子どもたちが地元の良さを知
り、地域に貢献したいと思える働
きかけが必要です。

4 校舎・トイレ・プールが古い 5 通学路を安全に 6 地域みんなで、子どもを育てる
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令和８年
議員と語ろう会を開催

上新田学園

このほか、Ｗ i －Ｆ i やタブレットの環境、働き方改革、修学旅行の保護者の費用負担についても意見が寄せられました。

新田学園

令和８年８月 25 日（火）

令和８年７月 29 日（火）

「生徒数の減少により部員の確保が
困難。部員が１名という部もある。」

「小学部講堂の老朽化が深刻。床の破
砕、シロアリ、雨漏りがあり学習に支
障が出ている。」

上新田学園のみなさんと

新田学園のみなさんと

「スクールサポートスタッフの恒常
的な配置を。印刷業務や教材準備を
担ってほしい。」

「司書・用務員の増員を。一貫校と
なって以来、仕事量が２倍で過重労
働の状態。」

生徒数が減り、部員の確保が難し
くなっています。地域移行につい
て町の方針を示してほしいという
声が、中学部のある３校すべてか
ら出ました。

スクールサポートスタッフ、司書、
用務員、支援員などの増員・恒常
的な配置を求める声が、４校すべ
てから寄せられました。

不登校の児童生徒の受け入れ先が
不足しています。各地区に相談・
学習ができる場所を、という要望
がありました。

「春日地区や畦原地区方面は街灯が少なく、生徒の帰宅時に
危険が伴う。」

「新田の子は新田で育てる」。「歴史ある部活動を続けられる
よう、地域の指導者を育てていきたい。」

「議員と直接話せて、とてもよかった。」 「図書が充実している。新富の食材（野菜）
も新鮮。」

♪うれしい声も♪うれしい声も
　届きました　届きました

先生たちの声 　　４校で重なった声を、６つにまとめました

1 部活動、これからどうする？ ２ 先生を支える人をふやして 3 学校に行きづらい子のために
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お詫びと訂正：�131 号 2 ページに掲載した「うだす　るな」さんのお名前を「うすだ　るな」さんと誤って表記しました。
深くお詫びし、訂正いたします。

旗を持ってダンスを
したのが楽しかった。

バルーンの花火
がきれいにでき
てよかった。

はじめの言葉を
上手に言えてよ
かったぁ～

組体操が
楽しかった。

リレーのアンカーに
なったことがうれし

かった。

障害物走が
楽しかった。

バルーンが楽しかった。

リレーが楽しかった。

万歳三唱が上手
にできてうれし
かった。

組体操が上手にで
きてうれしかった。
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くらなが　まひろくらなが　まひろ

さやま　こうめいさやま　こうめい

とくやま　かつやとくやま　かつや

とくやま　ゆいことくやま　ゆいこ


